
被災地の復興に一役

160 億 6314 万円

橋本 晋 総務部門理事を選任　満場一致で同意
空席となっていた副村長に
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六ヶ所村
議会だより 第３０号（2）

平成 26年
９月定例会

９月定例会のあらまし９月定例会のあらまし
　

平
成
26
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
の
開
会
初
日
は
、
戸
田
衛
村
長
か
ら
医
療
施
設
・
介
護

施
設
・
地
域
保
健
の
拠
点
施
設
が
一
体
化
し
た
「
六
ヶ
所
医
療

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
８
月
１
日
に
開
設
し
た
事
を
踏
ま
え
、
健

診
受
診
率
青
森
県
一
を
目
指
す
旨
の
表
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
む

つ
市
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
青
森
県
民
体
育
大
会
に
お

い
て
、
町
村
の
部
で
第
２
位
と
な
っ
た
旨
の
報
告
お
よ
び
青
森

県
民
駅
伝
競
走
大
会
で
は
昨
年
を
上
回
る
総
合
上
位
を
目
指
す

な
ど
と
報
告
し
た
う
え
で
、
上
程
し
た
議
案
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
。

　

本
定
例
会
に
は
、
26
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
７

会
計
の
補
正
予
算
、
奨
学
資
金
貸
付
金
・
学
校
給
食
費
・
水
道

料
金
の
債
権
放
棄
や
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
一

部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
、
25
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め

と
す
る
11
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
27
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
日
の
最
終
日
に
は
、
本
年
３
月
か
ら
欠
け
て
い
た

副
村
長
に
総
務
部
門
理
事
の
橋
本
晋
氏
を
選
任
す
る
人
事
案
件

が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
決
し

ま
し
た
。

　

８
日
に
行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
２
人
の
議
員
が
村
政

全
般
に
わ
た
り
厳
し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
人
権
擁
護
員
候
補
者
に
貝
塚
恵
子
氏
を
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
ほ
か
、
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
軽
度
外

傷
性
脳
損
傷
の
周
知
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を
求
め

る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
資
料
配
布
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.rokkasho.

jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

橋本 晋 総務部門理事を選任
満場一致で同意

副村長に満場一致で同意された橋本晋総務部門理事副村長に満場一致で同意された橋本晋総務部門理事

新副村長プロフィール新副村長プロフィール
生年月日：昭和 29 年 8月 17 日生生年月日：昭和 29 年 8月 17 日生
住　　所：六ヶ所村大字平沼字久保 130 － 2住　　所：六ヶ所村大字平沼字久保 130 － 2
最終学歴：昭和 49 年３月　科学技術学園工業高最終学歴：昭和 49 年３月　科学技術学園工業高

等学校 機械科 卒業等学校 機械科 卒業
主な経歴：昭和 49 年４月　六ヶ所村役場入職主な経歴：昭和 49 年４月　六ヶ所村役場入職
　　　　　平成 7 年４月　 農林水産課 課長補佐　　　　　平成 7 年４月　 農林水産課 課長補佐
　　　　　平成 15 年４月　企画・防災部門　　　　　　平成 15 年４月　企画・防災部門　

企画調整課長企画調整課長
　　　　　平成 17 年４月　総務部門　総務課長　　　　　平成 17 年４月　総務部門　総務課長
　　　　　平成 22 年４月　総務部門理事　　　　　平成 22 年４月　総務部門理事
　　　　　平成 26 年９月 12 日　議会で同意　　　　　平成 26 年９月 12 日　議会で同意
　　　　　平成 26 年９月 22 日　副村長に就任　　　　　平成 26 年９月 22 日　副村長に就任
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（3）第３０号

空席となっていた副村長に空席となっていた副村長に

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
出
は
、
村
道
整
備
完
了

に
伴
う
防
犯
灯
新
設
工
事
費
、
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム

番
号
制
度
対
応
業
務
委
託
料
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
お
よ
び
幼
児
を
対
象
に
し

た
水
痘
の
定
期
接
種
の
委
託
料
な
ど
に
要
す
る
費
用

を
追
加
し
、
諸
支
出
金
に
は
各
特
別
会
計
お
よ
び
公

営
企
業
会
計
の
事
業
実
績
や
決
算
に
伴
う
返
還
金

や
繰
越
金
な
ど
、
過
不
足
を
補
う
予
算
措
置
を
講

じ
、
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
な
ど
を
追
加
し
た
ほ

か
、
財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
調
整
を

行
っ
た
結
果
、１
億
３
０
８
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、

１
４
０
億
７
１
８
２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
４
つ
の
特
別
会
計
と
２
つ
の
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
決
算
剰
余
金
に
伴
う
繰
越
金
の
追
加
な
ど

所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

補正予算の状況
会　計　名 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一　般　会　計 １３９億４０９３万７千円 １億３０８８万５千円 １４０億７１８２万２千円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

１１億７６７９万１千円 ▲１４６万６千円 １１億７５３２万５千円

後期高齢者医療特別会計 ６９７３万５千円 ０円 ６９７３万５千円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定）

１億 ５１５万６千円 ０円 １億 ５５３万３千円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

９億５８１８万１千円 １４６９万８千円 ９億７２８７万９千円

水道事業会計※ 1 ３億１８３４万９千円 ５００万円 ３億２３３４万９千円

水道事業会計※ 2 ２億１５２２万７千円 ６９３万４千円 ２億２２１６万１千円

下水道事業会計※ 1 ６億５４１９万９千円 １０９４万３千円 ６億６５１４万２千円

下水道事業会計※ 2 １１億７５３８万４千円 ▲ 1 億 ５５３万３千円 ９億６９８５万１千円

補
正
予
算
の
内
容

橋本 晋 総務部門理事を選任橋本 晋 総務部門理事を選任
満場一致で同意満場一致で同意

平成26年
９月定例会

※ 1は収益的支出、※ 2は資本的支出
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平成 26 年平成 26 年
９月定例会９月定例会
決算認定決算認定平成 25年度　福祉の充実と防災の強化並びに産業  振興予算をチェック 振興予算をチェック

160 億 6314 万、      191 億 5080 万円191 億 5080 万円をを認定認定
全会計総額
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平成 26 年
９月定例会
決算認定

●●医療センター整備事業医療センター整備事業

平成 25年度　福祉の充実と防災の強化並びに産業  振興予算をチェック平成 25年度　福祉の充実と防災の強化並びに産業 

160 億 6314 万、   160 億 6314 万、   191 億 5080 万円を認定
一般会計

●公共施設非常用電源システム整備事業
災害時の応急拠点となる公共施設などに停電

時も風力発電事業者から安定的に電力の供給

ができるように引込工事を行いました。

■ 25 年度の事業費：2億 348 万円

■ 総事業費：2億 3600 万

●●公共施設非常用電源システム整備事公公共施設非常用電源システム整備事業
災害時の応急拠点となる公共施設などに停電

時も風力発電事業者から安定的に電力の供給

ができるように引込工事を行いました。

■ 25 年度の事業費：2億 348 万円

■ 総事業費：2億 3600 万

●●●

福　祉

福祉・医療・保健の関係機関が連携して、一

体的なサービスの提供をする施設として、平

成 23 年度から整備し、本年８月 1日に開所

しました。

■ 25 年度の事業費：35 億 8178 万円

■ 総事業費：42 億 9063 万円

防　災

産業振興

生産力の強化および農業経営の安定を図るた

め、本村の主力農産物である長芋の洗浄・選

別貯蔵施設の建設を行い、本年４月から供用

開始されました。

■ 25 年度の事業費：11 億 8150 万円

■ 総事業費：13 億 1891 万円

●●原子力災害時放射線防護対策強化事業原子力災害時放射線防護対策強化事業
原子力災害時に要援護者などの被ばく低減を図るた

め、泊小学校の講堂と文化交流プラザ『スワニー』

に高性能フィルターなどを設置しました。

■ 事業費：2億 9273 万円

25 年度予算は25年度予算は

こんなことに使いました。こんなことに使いました。

本年４月に行なわれた開所式の様子本年４月に行なわれた開所式の様子

本年８月に開所した医療センター本年８月に開所した医療センター
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平成 26年９月定例会

一般質問

岡
山　

勝
廣 

議
員

六ケ所高校にエネルギー科を創設すべき
と思うがいかがか。

問

現段階では、極めて困難な状況である。答

今年９月に竣工したエネワンソーラーパーク六ヶ所村
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平成 26年９月定例会

一般質問

木
村　

常
紀 

議
員

問

答

村営住宅の入居手順を見直す考えは
ないか。

必要に応じて、見直して参りたい。
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委員派遣むつ小川原エネルギー対策特別委員会でむつ小川原エネルギー対策特別委員会で 委委
福島第一原子力発電所の現状を直接確認福島第一原子力発電所の現状を直接確認

大規模のＬＥＤ野菜工場を視察しました。
　また、福島第一原子力発電所内およびその周辺の
現状を直接確認したほか、仙台市から福島第一原子
力発電所への移動には、本年９月 15 日に３年半ぶ

りに全線開通した国道６号を南下し、同発電所周辺
の帰宅困難区域内を通り、震災以降手付かずの状況
を直接見ることができました。

　現在、東京電力㈱及び協力企業の作業員が、平日 1

日あたり約 6,000 人が入構して復旧作業にあたって

いるが、40年にわたる廃炉作業を着実に進めるため、

地元企業や協力企業の方々に長期的に働いていただけ

る環境を整えることが重要と考え、随意契約を積極的

に採用し、より計画的な要員配置や人材育成に取り組

んでいる。

　現在、発注の約 9割が随意契約で、高線量作業と

低線量作業を組み合わせた仕事の発注などを協力企業

と一体となって検討している。

福島第一原発の 1～ 4号機の現状と課題

　作業員の過酷な環境下での作業回避を図るため、夏

場の作業時間は、２時間以上連続して作業を行わな

いようにしているほか、気温が 30℃を超えた場合は、

その時間帯の作業を原則禁止としている。

　また、現場の近くで、マスクを外して飲食できるよ

うに、ワゴン車タイプの移動式休憩所の運用も行って

いる。

　今回の施設見学は、バスの中からの見学ではありま

したが、発電所の破損状況や高線量化での作業状況な

どを直接確認し、改めて事故の深刻さを痛感いたしま

した。

　また、３年半ぶりに全線開通した国道６号沿いの帰

宅困難区域は、地震で被災した住宅などがそのまま残

されていましたが、住宅の被災状況よりも３年半放置

された土地の雑草風景に事故の悲惨さを感じたところ

です。

熱中症対策

作業員の長期的な雇用確保

視察を終えて
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委員派遣委員派遣 被災地の復興に一役被災地の復興に一役

被災工場を産学連携の拠点に活用被災工場を産学連携の拠点に活用
　むつ小川原エネルギー対策特別委員会では、去る
10 月 16 日（木）～ 17 日（金）の二日間にわたり、
東日本大震災の発生以降の被災地の復旧・復興状況
を確認するため、視察調査を実施いたしました。

　今回の調査では、被災工場を産学連携の拠点に利
活用している「みやぎ復興パーク」で、東北大学が
行う「次世代移動体システム」の研究、植物工場と
生鮮野菜の販売を手掛ける株式会社みらいの世界最

　東北大学が、トヨタ自動車や地元の中小企業と連携

し、電気自動車を用いた新しい地域交通システムの開

発に取り組んでいる。

　パーク内には、様々な電池を搭載した電気自動車を

はじめ、東日本大震災で沢山の方が車で避難し渋滞が

発生したことなどを踏まえ、運転手に分かりやすい情

報提示による迅速な判断と行動を促すためのドライビ

ングシミュレーターなどを実際に運転するなどして体

験いたしました。

　平成 27年に同大学キャンパス付近に地下鉄が開通

することを踏まえ、パーク内で安全性と使い勝手を確

認したうえで、キャンパス内で実験を重ね、近い将来、

沿岸部を中心とした自治体に減災に繋がる交通システ

ムとして提供し貢献するための研究が行なわれていま

す。

　水耕野菜の生産・販売、水耕栽培装置などの研究開

発や製造販売、栽培指導や工場運営コンサルティング

などを手掛ける千葉県を生産拠点としている株式会社

みらいが、同パークをＬＥＤを使って水耕栽培する世

界最大規模の植物工場に活用しています。

　植物工場は、環境制御することにより天候や環境の

影響を受けることがないので、品質のばらつきが少な

く、年中おいしい野菜を栽培することができ、生産効

率は露地栽培のおよそ 100 倍になるそうです。

　同施設では、１日あたり１万株のサニーレタスが生

産・出荷されています。

次世代移動体システムの研究 Ｌ Ｅ Ｄ 植 物 工 場

　公益財団法人みやぎ産業振興機構が管理運営する同

パークは、宮城県多賀城市に立地しているソニー株式

会社が、東日本大震災で被災し工場の一部の生産ライ

ンを他の工場に移転したため遊休施設となっている仙

台テクノロジーセンターを活用し、東北地域のものづ

くり産業の復興と新たな産業創出を図るため、被災企

業や新しい事業展開を図る中小企業などに平成 23年

10 月から市場価格の半額程度の料金で施設の貸し出

しをしています。

　同パークには現在、21の大学や民間企業が入居し、

様々な分野で新たな産業創出に向けた取り組みが行わ

れています。

特徴１：施設内の間仕切りが自由自在にできることか

ら、事務所や研究開発、製造用途など希望に

応じた貸出しが可能。

特徴２：施設内の既存設備が利用可能のため、製造に

必要なエネルギー供給が可能。

特徴３：管理運営主体が様々な支援制度をトータル的

にサポートすることが可能。

　　　　（720 円／㎡・月の入居料で 150㎡借りた場

合、108,000 円／月の入居料が必要になり

ますが、多賀城市の減災事業に対する補助制

度により実質 8,000 円の負担で入居可能。）

　新たな事業展開を図ろうとする中小企業や産学連携

により新たな実用化を目指すための研究開発を行う大

学・研究機関・民間企業などが対象。

● みやぎ復興パークの概要

● パークの特徴 ● 入居対象

石巻市の副市長をしていた北村悦朗館長（右）
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●大量湧水への対策
　地元との取り決めにおいて、施設から排出する１日

あたりの最大放流量は 750㎥になっているため、超
えるときは超過分の排水を一時貯水したうえで放流し

たり、水みちとなる岩盤の割れ目にセメントなどを充

填するなどして湧水抑制対策を講じている。

●メタンガスへの対策
　メタンガス濃度が５％を超えると爆発する恐れがあ

るので、地上の新鮮な空気で強制換気を行うとともに、

坑道内ではメタンガス濃度を常時監視している。

　また、点火源にならない機器を使用し研究を進めて

いる。

安　全　対　策

地下 350 メートルの状況

地下施設の進捗状況

●第１段階
　地上からのボーリングやモニタリングなどで地下深部の様子を調査し、地質や地下水への影響を予測する。
●第２段階
　坑道を掘削し、第一段階で行なった予測
の確認や坑道周辺の地下水に与える影響な
どを調査する。
●第３段階
　坑道の中で、地層や地下水の性質、地震
の影響などを長期的に観測し、設計や建設
に関する技術や坑道を密閉する技術開発を
行う。

　現在は、東立抗と換気立抗を 380 メートル、西立抗を 365 メートルまで掘削

してる。

　また、調査坑道は、深度 140 メートルで約 186 メートル、深度 250 メートル

で約 190 メートル、深度 350 メートルで約 757 メートル掘削されている。

　今後は、前年度に引き続き、地層科学研究や地層処分研究開発を継続していく。

今回の視察では、地下 350 メートルの東立抗を視察いたしました。

　
地下 350 メートルの岩盤の確認

人工バリア性能確認試験の説明を受ける様子

岩盤の覆工コンクリートとして用いる低アルカリ性セメントの説明の様子

長期安定性に関する試験の説明を受ける様子
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幌延深地層研究センターの概要

　高レベル放射性廃棄物を安全に処分するための地層

処分技術に関する研究開発として、「地下はどうなっ

ているのか」「なぜそんな仕組みになっているのか」「将

来はどうなるのか」などを明らかにするための地層科

学研究や実際に地下深部で、地層処分システムの設計・

施工が可能かどうかなどを確認するための地層処分研

究開発を行っており、地下に坑道を掘り進みながら地

上からの調査研究で立てた予測を確認し、調査手法や

解析評価手法の妥当性を検討している研究施設です。

　当センターでは、我が国固有の地質のひとつであり

ます泥岩（堆積岩）への地下埋設の研究を行い、その

成果は岐阜県瑞浪市の東濃地科学センターで行なわれ

ている花崗岩（結晶質岩）での同様の研究や茨城県東

海村で実施している研究の成果と併せて最終処分事業

の基盤的な研究開発を行っています。

　調査研究の開始から終了まで20年程度の計画とし、

「地上からの調査研究（第 1段階）」、「坑道掘削（地

下施設建設）時の調査研究（第 2段階）」、「地下施設

での調査研究（第 3段階）」の 3つの段階に分けて実

施することとし、今後は、研究所用地やその周辺の地

下施設の建設や第 2段階および第 3段階の調査研究

を継続していく。

研究計画スケジュール

幌延深地層研究センターの

地下350メートルの調査坑道を視察地下350メートルの調査坑道を視察
　去る７月 28 日から 31 日にかけて議員研修を実施いたしました。前号では、雪冷熱エネルギーの利活
用に取り組む北海道の沼田町の視察結果をご紹介しました。
　今回は、高レベル放射性廃棄物の地層処分技術の研究開発拠点の一つでもある北海道幌延町にある幌
延深地層研究センターの視察結果についてご紹介いたします。

平成 19 年に開館したＰＲ施設「ゆめ地創館」前にて
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本
誌
面
で
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
11
月
18
日
お
よ
び
19
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
開
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さ
れ
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第
９
回
原
子
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所
立
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小
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ル
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立
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ま
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
参
り
ま
し

た
が
、
そ
の
厳
し
さ
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら

な
い
も
の
と
実
感
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

原
発
の
新
規
制
基
準
施
行
後
で
は
初
と

な
る
九
州
電
力
㈱
川
内
原
子
力
発
電
所
が

年
明
け
に
も
再
稼
働
す
る
の
で
は
と
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
厳
し
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審
査
を
乗
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越
え
、
連
鎖
的
に
原
発
の
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稼
働
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進
む
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
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一
方
、
本
村
の
再
処
理
工
場
の
竣
工
を

本
年
10
月
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
28
年
３
月
に
大
幅

な
延
期
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
度
こ
そ
は
村

民
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
全
社
一
丸
で

取
り
組
ん
で
頂
く
こ
と
を
ご
期
待
し
ま
す
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結
び
に
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
時
期
は
、

燃
料
高
騰
が
家
計
に
大
き
く
響
く
家
計
に

も
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
す
。
化
石
燃
料
だ

け
に
頼
る
こ
と
な
く
、
防
寒
対
策
を
し
っ
か

り
と
考
え
な
が
ら
北
国
の
長
い
冬
を
今
年

も
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

暖
冬
を
切
に
願
い
ま
す
。
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12 月定例会会期日程（案）
日　　　程 月　 日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 12 月 ５日（金） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、
委員会付託　　　　　　 　

第２日目 12 月 ６日（土） 休日休会

第３日目 12 月 ７日（日） 休日休会

第４日目 12 月 ８日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第５日目 12 月 ９日（火） 休　　会 常任委員会※1

第６日目 12 月 10 日（水） 休　　会 特別委員会※1

第７日目 12 月 11 日（木） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議

第８日目 12 月 12 日（金） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

※議会の日程は、変更されることがあります。

議会を監視するのは『あなた』です。
９月定例会の傍聴人は 50人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回
開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内線 411
または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

　村議会で発行している「議会だより」の充実を図るため、５人の広報委員が８月 28日（木）、青森県町
村議会議長会が主催した「議課広報研修会」に参加しました。

　講師の芳野氏は、民間企業において、新聞・雑誌・記念誌などの企画・編集にかかわる一方で、埼玉県コミュ
ニケーションセンターの理事長として、自治体・公民館・ＰＴＡなどの広報研修会や編集セミナーなどの
講師活動を行っている方で、平成 20年度からは、全国町村議会議長会の講師も務めております。
　当日の講演では、「議会報の基本と編集技術」と題し、議会広報の役割とあり方について、近年の地方
議会の動きなどを例に説明があったほか、伝える広報から伝わる広報にするため、全国の優秀作品を紹介
しながら、分かりやすく説明がありました。

※１　各委員会の開催については、詳細が決まり次第、ホームページで
　　　お知らせします。

　●演題　　議会報の基本と編集技術
　●講師　　広報・編集コンサルタント
　　　　　　芳　野　政　明（よしの　まさあき）


